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官民連携の実績等（このような取組みが出来る、又は、実施している。） 

  「株式会社水みらい広島」による水道事業の先行的モデルの実現  

水ｉｎｇは、1931 年(昭和 6 年)に国産初の水道用急速ろ過装置を納入して以来、今

日までの 80 余年、これまで培った水道事業のノウハウを活かし、水資源の持つ多面的

な価値を発揮できるシステムを構築し、水道事業経営をトータルに支援する体制を整え

て参りました。このたび、広島県と公民共同企業体「株式会社水みらい広島」を設立し、

より安定的で効率的な運営を図ることを目指し、広島の豊かな水環境を持続可能な形で

未来に引き継いでいくお手伝いをさせていただくこととなりました。 

 

  国内初の民間主導型連携事業(水ｉｎｇ65%･広島県 35%出資)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広島県にとっての狙い 

民間を最大限活用することにより、 

以下を実現する。 

 

①事業基盤の安定化 

②技術力の強化・確保 

③将来への備え(老朽化対策・耐震性確保等) 

④水道料金・整備水準の格差是正 

広島県にとっての官民連携 

 
 「株式会社水みらい広島」事業スキーム 

水ｉｎｇにとっての狙い 

広島県に根ざした企業を育成し、”公民

共同企業体”が、以下を実現する。 

 

①長期事業運営ケーパビリティの習得 

②アセットマネジメント能力の向上 

③県の信用力を梃子とした広域化推進 

④国内外に通用するノウハウの蓄積 

水ｉｎｇにとっての官民連携 

株式会社水みらい広島 



  「株式会社水みらい広島」で目指す姿  

ミッション：「我が国の水道のあるべき姿を広島で実現したい」 

 我が国は 21 世紀の長期人口減少時代を迎え、新たな経営手法による水道施設の更新・

最適化、運営の効率化、広域化の実現が求められています。私たちは、広島における水

道事業を県と市町が一体となって成功させ、我が国の水道の新たな経営手法の範となる

先行モデルの実現を目指します。 

 

 

 

 

 

 

経営ビジョン：「国内外で成長し続ける公民共同企業体となりたい」 

 広島県と市町の水道管理一体化により広島県全体のコスト縮減に努めると共に、水源

から蛇口までの総合的な水技術力とトータルサービスの提供により、官民一体となって

切磋琢磨し、国内外で常に成長し続けられる水道企業体となることを目指します。 

 

 

   

  水道施設のワンストップソリューション  

水ｉｎｇは、積水化学工業との業務提携により、浄水施設のみならず、管路も含めた

調査・診断～設計・施工～維持管理までのサービスを一貫して提供致します。 

 

 

水道事業者等への要望、官民連携における課題 

私たち水ｉｎｇは、全国の水道事業体様と共に考え、議論し、水道事業体様それぞれ

の強みを活かした御提案をして参ります。お気軽にお声かけ下さい。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

広域化による 

規模の経済効果 

民間の創意工夫 

による効率化 

海外を含む 

新たな収益の獲得 

株式会社水みらい広島を受け皿とした、県内水道事業の管理の一体化と技術力確保 

公民共同企業体による 

人/技術/ノウハウの融合 

海外で通用する 

水道事業ノウハウの確立 

海外水事業への挑戦 

継続的収益の確保 

現状把握・分析 課題の抽出 

新経営構想の策定 
 
個別施策の展開 

現状把握 
 

実施計画立案 
業務分析 

新業務・新サービス構想

の立案 

水道事業体様と水ｉｎｇの官民連携 

 

 




